
区有施設利用者アンケート結果 

 
１ 庁舎等 

 
問１－１ 利用者性別 

· 北部地区サービス事務所を除く全ての施設において女性が占める割合が高い。 
 
問１－２ 利用者年代 

· 総合庁舎、駒場行政サービス窓口、碑文谷保健センターでは、１０歳代を除く全ての

年代の利用がみられる。 
· 北部地区サービス事務所、南部地区サービス事務所、緑が丘行政サービス窓口では、

４０歳代から６０歳代の利用が中心となっている。 
· 総合庁舎、目黒駅行政サービス窓口では、７０歳代、８０歳代の利用が２０％を超え

ている。 
 
問１－３ 居住エリア 

· 全体では、区内の利用者が約７９％を占めている。 
· 区内の利用者が６０％以上を占めているのは、総合庁舎、北部地区サービス事務所、

南部地区サービス事務所、駒場行政サービス窓口、緑が丘行政サービス窓口及び碑文

谷保健センターとなっている。特に緑が丘行政サービス窓口は、１００％を占めてい

る。 
· 目黒駅行政サービス窓口では区外の利用者が約５５％を占めている。 
 
問１－４ 利用者職業 

· 総合庁舎、駒場行政サービス窓口、碑文谷保健センターでは、様々な層の利用者がみ

られる。 
· 学生の利用があるのは駒場行政サービス窓口のみとなっている。 
 
問２－２ 利用日 

· 施設により偏りが異なるが、いずれも平日の利用が中心となっている。 
· 総合庁舎、駒場行政サービス窓口では土曜日および日曜日の利用がみられる。 
 
問２－３ 利用者時間帯 

· 全体では、午後の利用者が約５７％を占めている。 
· 午前の利用者が多い施設は、北部地区サービス事務所、南部地区サービス事務所とな
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っている。 
· 午後の利用者が多い施設は、総合庁舎、駒場行政サービス窓口、緑が丘行政サービス

窓口、目黒駅行政サービス窓口及び碑文谷保健センターとなっている。 
· 緑が丘行政サービス窓口は、午後の利用者が１００％を占めている。 
 
問３－１ 利用頻度 

· 総合庁舎、碑文谷保健センターでは、利用頻度のパターンが多岐にわたる傾向がみら

れる。 
· 週に４～５回以上の利用がみられるのは総合庁舎と碑文谷保健センターのみとなって

いる。 
· 目黒駅行政サービス窓口では、「本日がはじめての利用」が最も多い。 
 
問３－２ 交通手段 

· 徒歩および自転車・バイクを利用する割合が大きい。 
· 総合庁舎、南部地区サービス事務所、目黒駅行政サービス事務所では２０％以上が公

共交通機関を利用している。 
 
問３－３ 移動時間 

· 全体では、移動時間が１５分以内の利用者が最も多く、約６０％を占めている。 
· 全ての施設で、移動時間が１５分以内の利用者が過半数を占めている。 
 
問３－４ （１）利用目的（本人） 

· 全体では、「窓口での手続き」の利用者が最も多く、約３７％を占めている。 
· 碑文谷保健センターを除く全ての施設で「窓口での手続き」の利用者が最も多くなっ

ている。 
· 碑文谷保健センターでは、「その他」の利用者が約５０％と最も多く、次いで「講演・

講習など事業参加」が約２６％を占めている。 
 
問３－４ （２）利用目的（家族・知人） 

· 全体では、「窓口での手続き」の利用者が最も多く、約４１％を占めている。 
· 目黒区総合庁舎では、「その他」の利用者が約４３％と最も多く、次いで「和室の利用」

が約２９％を占めている。 
· 北部地区サービス事務所、南部地区サービス事務所、駒場行政サービス窓口と目黒駅

行政サービス窓口では、「窓口での手続き」が最も多くなっている。 
· 碑文谷保健センターでは、「その他」の利用者が約４４％と最も多く、次いで「講演・

講習など事業参加」が約１９％を占めている。 
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問４ 利用理由 

· 全体では、「自宅から近いため」の利用者が最も多く、約３５％を占めている。 
· 全ての施設で「自宅から近いため」の利用者が最も多い。 
 
２ 男女平等・共同参画センター 

 
問１－１ 利用者性別 

· 女性が占める割合が高く、約８８％となっている。 
 
問１－２ 利用者年代 

· ６０歳代の利用者が最も多く、約３１％を占めている。 
 
問１－３ 居住エリア 

· 区内の利用者が約８１％を占めている。 
 
問１－４ 利用職業 

· 専業主婦・主夫の利用者が最も多く約３８％を占めており、次いで就業者の利用者が

多い。 
 
問２－２ 利用日 

· 火曜日の利用者が最も多く、約３８％を占めている。 
 
問２－３ 利用者時間帯 

· 午後の利用者が約６６％を占めている。 
 
問３－１ 利用頻度 

· 月に１回程度の利用者が約５３％を占めている。 
 
問３－２ 交通手段 

· 鉄道の利用者が最も多く約３１％を占めており、次いで徒歩の利用者が多い。 
 
問３－３ 移動時間 

· ３０分以内の利用者が最も多く、約３８％を占めている。 
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問３－４ （１）利用目的（本人） 

· 「研修室の利用」の利用者が約５６％を占めている。 
 
問３－４ （２）利用目的（家族・知人） 

· 「会議室・集会室の利用」と「研修室の利用」の利用者が各々約３３％を占めている。 
 
問４ 利用理由 

· 「活動拠点となっているため」の利用者が約２３％と最も多く、次いで「サークル・

団体の集まり」が約１９％を占めている。 
 
３ 住区センター 

 
問１－１ 利用者性別 

· 全ての施設で女性が占める割合が高い。東根住区センターは８０％以上ととりわけ高

い傾向にある。 
 
問１－２ 利用者年代 

· 全体では、６０歳代の利用者が最も多く、約２５％を占めている。 
· 駒場住区センターでは、６０歳代の利用者が最も多く、約４２％を占めている。 
· 菅刈住区センターでは、３０歳代の利用者が最も多く、約２６％を占めている。 
· 東山住区センターでは、４０歳代の利用者が最も多く、約２４％を占めている。 
· 鳥森住区センターでは、４０歳代の利用者が最も多く、約２９％を占めている。 
· 中目黒住区センターでは、４０歳代の利用者が最も多く、約３３％を占めている。 
· 田道住区センターでは、７０歳代の利用者が最も多く、約２８％を占めている。 
· 田道住区センター三田分室では、６０歳代の利用者が最も多く、約２８％を占めてい

る。 
· 下目黒住区センターでは、６０歳代の利用者が最も多く、約２３％を占めている。 
· 不動住区センターでは、６０歳代の利用者が最も多く、約３９％を占めている。 
· 上目黒住区センターでは、６０歳代の利用者が最も多く、約３２％を占めている。 
· 油面住区センターでは、６０歳代の利用者が最も多く、約２１％を占めている。 
· 五本木住区センターでは、６０歳代の利用者が最も多く、約３７％を占めている。 
· 鷹番住区センターでは、６０歳代の利用者が最も多く、約２９％を占めている。 
· 月光原住区センターでは、６０歳代の利用者が最も多く、約３０％を占めている。 
· 向原住区センターでは、６０歳代と７０歳代の利用者が多く、各々で約３１％を占め

ている。 
· 碑住区センターでは、４０歳代の利用者が最も多く、約２７％を占めている。 
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· 原町住区センターでは、４０歳代、６０歳代と７０歳代の利用者が多く、各々約２０％

を占めている。 
· 大岡山東住区センターでは、５０歳代の利用者が最も多く、約２４％を占めている。 
· 大岡山西住区センターでは、４０歳代の利用者が最も多く、約２３％を占めている。 
· 中根住区センターでは、６０歳代の利用者が最も多く、約２７％を占めている。 
· 自由が丘住区センターでは、６０歳代の利用者が最も多く、約３１％を占めている。 
· 自由が丘住区センター宮前分室では、５０歳代の利用者が最も多く、約３５％を占め

ている。 
· 八雲住区センターでは、５０歳代の利用者が最も多く、約２６％を占めている。 
· 東根住区センターでは、４０歳代の利用者が最も多く、約２９％を占めている。 
· 八雲住区センター中根一丁目会議室では、６０歳代と７０歳代の利用者が多く、各々

約２４％を占めている。 
 
問１－３ 居住エリア 

· 全体では、区内の利用者が約６３％を占めている。 
· 菅刈住区センターと自由が丘住区センター宮前分室では、区外の利用者が最も多く、

これら以外の施設では、区内の利用者が最も多くなっている。 
 
問１－４ 利用者職業 

· 全体では、就業者の利用者が最も多く、約３８％を占めている。 
· 駒場住区センターでは、専業主婦・主夫の利用者が最も多く、３３％を占めている。 
· 菅刈住区センターでは、就業者の利用者が約６７％を占めている。 
· 東山住区センターでは、就業者の利用者が最も多く、約４８％を占めている。 
· 島森住区センターでは、就業者の利用者が約５４％を占めている。 
· 中目黒住区センターでは、就業者の利用者が約５１％を占めている。 
· 田道住区センターでは、就業者の利用者が最も多く、約４１％を占めている。 
· 田道住区センター三田分室では、就業者の利用者が約５４％を占めている。 
· 下目黒住区センターでは、就業者の利用者が最も多く、約４５％を占めている。 
· 不動住区センターでは、専業主婦・主夫の利用者が最も多く、約３５％を占めている。 
· 上目黒住区センターでは、就業者の利用者が最も多く、約４３％を占めている。 
· 油面住区センターでは、就業者の利用者が最も多く、約４８％を占めている。 
· 五本木住区センターでは、専業主婦・主夫の利用者が約５６％を占めている。 
· 鷹番住区センターでは、専業主婦・主夫の利用者が最も多く、約３６％を占めている。 
· 月光原住区センターでは、専業主婦・主夫の利用者が最も多く、約３３％を占めてい

る。 
· 向原住区センターでは、就業者の利用者が最も多く、約３６％を占めている。 
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· 碑住区センターでは、就業者の利用者が最も多く、約３６％を占めている。 
· 原町住区センターでは、就業者の利用者が最も多く、約４８％を占めている。 
· 大岡山東住区センターでは、専業主婦・主夫の利用者が最も多く、約５０％を占めて

いる。 
· 大岡山西住区センターでは、就業者の利用者が最も多く、約４３％を占めている。 
· 中根住区センターでは、就業者の利用者が約６４％を占めている。 
· 自由が丘住区センターでは、専業主婦・主夫の利用者が最も多く、約４３％を占めて

いる。 
· 自由が丘住区センター宮前分室では、専業主婦・主夫の利用者が多く、約６５％を占

めている。 
· 八雲住区センターでは、就業者と専業主婦・主夫の利用者が各々約４０％を占めてい

る。 
· 東根住区センターでは、専業主婦・主夫の利用者が多く、約５３％を占めている。 
· 八雲住区センター中根一丁目会議室では、専業主婦・主夫の利用者が多く、約２９％

を占めている。 
 
問２－２ 利用日 

· 全体では、土曜日の利用者が約２０％と最も多く、次いで水曜日が約１６％を占めて

いる。 
· 駒場住区センターでは、木曜日の利用者が最も多く、約２８％を占めている。 
· 菅刈住区センターでは、土曜日の利用者が最も多く、約３３％を占めている。 
· 東山住区センターでは、水曜と土曜日の利用者が各々約２０％を占めている。 
· 鳥森住区センターでは、水曜日の利用者が最も多く、約２９％を占めている。 
· 中目黒住区センターでは、火曜日の利用者が最も多く、約３７％を占めている。 
· 田道住区センターでは、火曜日の利用者が最も多く、約１８％を占めている。 
· 田道住区センター三田分室では、土曜日の利用者が最も多く、約２３％を占めている。 
· 下目黒住区センターでは、水曜日の利用者が最も多く、約２３％を占めている。 
· 不動住区センターでは、土曜日の利用者が最も多く、約３０％を占めている。 
· 上目黒住区センターでは、土曜日の利用者が最も多く、約２４％を占めている。 
· 油面住区センターでは、土曜日の利用者が最も多く、約２８％を占めている。 
· 五本木住区センターでは、月曜日と火曜日の利用者が各々約２４％を占めている。 
· 鷹番住区センターでは、水曜日の利用者が最も多く、約２０％を占めている。 
· 月光原住区センターでは、金曜日の利用者が最も多く、約４０％を占めている。 
· 向原住区センターでは、土曜日の利用者が最も多く、約３９％を占めている。 
· 碑住区センターでは、木曜日の利用者が最も多く、約２９％を占めている。 
· 原町住区センターでは、火曜日の利用者が最も多く、約３４％を占めている。 
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· 大岡山東住区センターでは、火曜日の利用者が最も多く、約３０％を占めている。 
· 大岡山西住区センターでは、土曜日の利用者が最も多く、約２５％を占めている。 
· 中根住区センターでは、水曜日と日曜日の利用者が各々約２７％を占めている。 
· 自由が丘住区センターでは、木曜日の利用者が最も多く、約３９％を占めている。 
· 自由が丘住区センター宮前分室では、火曜日と土曜日の利用者が各々約２９％を占め

ている。 
· 八雲住区センターでは、金曜日の利用者が最も多く、約２２％を占めている。 
· 東根住区センターでは、金曜日の利用者が最も多く、約２５％を占めている。 
· 八雲住区センター中根一丁目会議室では、土曜日の利用者が最も多く約４１％を占め

ている。 
 
問２－３ 利用者時間帯 

· 全体では、午後の利用者が最も多く、約４０％を占めている。 
· 午前の利用者が多い施設は、月光原住区センター、東根住区センターとなっている。 
· 午後の利用者が多い施設は、駒場住区センター、菅刈住区センター、東山住区センタ

ー、中目黒住区センター、田道住区センター、不動住区センター、五本木住区センタ

ー、鷹番住区センター、碑住区センター、大岡山東住区センター、大岡山西住区セン

ター、自由が丘住区センター、自由が丘住区センター宮前分室、八雲住区センター及

び八雲住区センター中根一丁目会議室となっている。 
· 夜間の利用者が多い施設は、鳥森住区センター、田道住区センター三田分室、上目黒

住区センター、油面住区センター、向原住区センター、原町住区センター及び中根住

区センターとなっている。 
· 下目黒住区センターでは、午後と夜間の利用者が各々約３６％となっている。 
 
問３－１ 利用頻度 

· 全体では、週に１回程度と月に１回程度の利用者が各々約２６％を占めている。 
 
問３－２ 交通手段 

· 全体では、徒歩の利用者が最も多く約４５％を占めており、次いで自転車・バイクの

利用者が多い。 
 
問３－３ 移動時間 

· 全体では、１５分以内の利用者が最も多く、約５３％を占めている。 
 
問３－４ （１）利用目的（本人） 

· 全体では、「会議室・集会室の利用」の利用者が約４７％を占めている。 
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問３－４ （２）利用目的（家族・知人） 

· 全体では、「会議室・集会室の利用」の利用者が約４４％を占めている。 
 
問４ 利用理由 

· 全体では、「自宅から近いため」の利用者が約２３％と最も多く、次いで「サークル・

団体の集まり」が約１７％を占めている。 
 
４ 中小企業センター等 

 
問１－１ 利用者性別 

· 勤労福祉会館、中小企業センターでは男性の割合が高く、全体の構成比も同様となっ

ている。 
 
問１－２ 利用者年代 

・ いずれの施設も利用者層が多岐にわたる。 
・ 中小企業センターでは、１０歳代を除く全ての年代の利用がみられる。 
・ 消費生活センターでは、８０歳代を除く全ての年代の利用がみられる。 
 
問１－３ 居住エリア 

・勤労福祉会館と中小企業センターでは、区外の利用者が過半数を占めている。 
・消費生活センターでは、区内の利用者が過半数を占めている。 
 
問１－４ 利用者職業 

· 勤労福祉会館と中小企業センターでは、就業者の利用者が７０％超を占めている。 
· 消費生活センターでは、専業主婦・主夫の利用者が最も多く、約３７％を占めている。 
 
問２－２ 利用日 

· 勤労福祉会館では、土曜日の利用者が最も多く、約２７％を占めている。 
· 中小企業センターでは、土曜日の利用者が最も多く、約２３％を占めている。 
· 消費生活センターでは、木曜日と日曜日の利用者が各々約３７％を占めている。 
 
問２－３ 利用者時間帯 

· 勤労福祉会館と中小企業センターでは、午後の利用者が過半数を占めている。 
· 消費生活センターでは、午後の利用者が約７０％を占めている。 
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問３－１ 利用頻度 

· 勤労福祉会館では、「月に１回程度」の利用者が最も多く、約３１％を占めている。 
· 中小企業センターでは、「月に１回程度」の利用者が多く、約３０％を占めている。 
· 消費生活センターでは、「週に１回程度」の利用者が多く、約３７％を占めている。 
 
問３－２ 交通手段 

· 勤労福祉会館と中小企業センターでは、鉄道の利用者が最も多く、４０％超を占めて

いる。 
· 消費生活センターでは、バスの利用者が最も多く、約３０％を占めている。 
 
問３－３ 移動時間 

· 勤労福祉会館では、移動時間が１時間以内の利用者が最も多く、約３９％を占めてい

る。 
· 中小企業センターでは、移動時間が３０分以内の利用者が約３２％と最も多く、次い

で１時間以内が約３０％を占めている。 
· 消費生活センターでは、移動時間が１５分以内と３０分以内の利用者が各々約３３％

を占めている。 
 
問３－４ （１）利用目的（本人） 

· 勤労福祉会館では、「会議室・集会室の利用」が最も多く、約５４％を占めている。 
· 中小企業センターでは、「会議室・集会室の利用」が最も多く、約８４％を占めている。 
· 消費生活センターでは、「その他」が最も多く、約９１％を占めている。 
 
問３－４ （２）利用目的（家族・知人） 

· 勤労福祉会館では、「会議室・集会室の利用」と「研修室の利用」が多く、各々約２０％

を占めている。 
· 中小企業センターでは、「会議室・集会室の利用」が１００％を占めている。 
· 消費生活センターでは、「その他」が１００％を占めている。 
 
問４ 利用理由 

· 勤労福祉会館では、「交通アクセスがよい・場所がわかりやすいため」の利用者が最も

多く、約２０％を占めている。 
· 中小企業センターでは、「使い慣れているため」の利用者が最も多く、約１５％を占め

ている。 
· 消費生活センターでは、「その他」の利用者が最も多く、約２９％と最も多く、次いで

「活動拠点となっているため」が約２７％を占めている。 
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５ 児童館 

 
問１－１ 利用者性別 

· 全ての施設で女性が占める割合が高い。 
 
問１－２ 利用者年代 

· 駒場児童館では、３０歳代の利用者が中心となっている。 
· 東山児童館、不動児童館及び中央町児童館では、３０歳から４０歳代の利用が中心と

なっている。 
· 上記以外の施設では、３０歳代の利用者が６０％以上を占めている。 

 
問１－３ 居住エリア 

· 全ての施設で区内の利用者が６０％以上を占めている。特に、中目黒住区センター児

童館及び八雲住区センター児童館は、１００％をなっている。  
 
問１－４ 利用者職業 

· 専業主婦・主夫の利用者が６０％以上となっているは、不動児童館を除く全ての施設

となっている。 
· 不動児童館は、就業者の利用者が約５９％を占めており、様々な層から利用されてい

る。 
 
問２－２ 利用日 

· 施設により偏りが異なるが、平日の利用が中心となっている。 
· 不動児童館及び上目黒住区センター児童館では、土曜日の利用が５０％以上を占めて

いる。 
 
問２－３ 利用者時間帯 

· 午前の利用者が多い施設は、駒場児童館、東山児童館、鳥森住区センター児童館、目

黒区民センター児童館、油面住区センター児童館、五本木住区センター児童館、中央

町児童館、向原住区センター児童館、原町住区センター児童館、八雲住区センター児

童館となっている。特に、八雲住区センター児童館は午前の利用者が１００％を占め

ている。 
· 午後の利用者が多い施設は、中目黒住区センター児童館、不動児童館、上目黒住区セ

ンター児童館、緑が丘児童館となっている。 
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問３－１ 利用頻度 

· 不動児童館、五本木住区センター児童館では、利用頻度のパターンが多岐にわたる傾

向がみられる。 
· 上記以外の施設では、週に２～３回程度から週に１回程度の利用者が中心となってい

る。 
 
問３－２ 交通手段 

· 全ての施設において、徒歩及び自転車・バイクを利用する割合が大きい 
· 駒場児童館では、公共交通機関も利用している。 
 
問３－３ 移動時間 

· 全ての施設で、移動時間が１５分以内の利用者が６０％以上となっている。 
 
問３－４ （１）利用目的（本人） 

· 全ての施設で「児童館の利用」の利用者が最も多くなっている。特に中目黒住区セン

ター児童館及び八雲住区センター児童館は１００％となっている。 
 
問３－４ （２）利用目的（家族・知人） 

· 全ての施設で「児童館の利用」の利用者が最も多くなっている。特に中目黒住区セン

ター児童館及び八雲住区センター児童館は１００％となっている。 
· 目黒区民センター児童館、向原住区センター児童館では、比較的利用目的が多岐にわ

たっている。 
 
問４ 利用理由 

· 中目黒住区センター児童館及び中央町児童館を除く全ての施設において、「自宅から近

いため」の利用者が最も多くなっている。 
· 中目黒住区センター児童館及び中央町児童館は、「使い慣れているため」の利用者が多

く、加えて中央町児童館は「施設がきれいなため」の利用者も多くなっている。 
 
６ 高齢者福祉施設（高齢者センター） 

 
問１－１ 利用者性別 

· 女性の利用者が過半数を占めている。 
 
問１－２ 利用者年代 

· ７０歳代の利用者が過半数を占めている。 
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問１－４ 利用者職業 

· 無職の利用者が過半数を占めている。 
 
問２－２ 利用日 

· 平日の利用が中心となっている。 
 
問２－３ 利用者時間帯 

· 午前の利用が最も多く約４９％を占めているが、午後の利用者も約３９％を占めてい

る。 
 
問３－１ 利用頻度 

· 週に２～３回程度の利用者が最も多く、約３２％を占めている。 
 
問３－２ 交通手段 

· 徒歩の利用者が最も多く約５０％を占めているが、バスも約３２％を占めている。 
 
問３－３ 移動時間 

· 移動時間が３０分以内の利用者が最も多く、約４６％を占めている。 
 
問３－４ （１）利用目的（本人） 

· 利用目的は多岐にわたっているが、「会議室・集会室の利用」が約２８％を占めて最も

多くなっている。 
 
問３－４ （２）利用目的（家族・知人） 

· 利用目的は多岐にわたっているが、「会議室・集会室の利用」が約２５％を占めて最も

多くなっている。 
 
問４ 利用理由 

· 利用目的は多岐にわたっているが、「自宅から近いため」が約２０％を占めて最も多く

なっている。 
 
７ 老人いこいの家 

 
問１－１ 利用者性別 

· 碑及び八雲を除く全ての施設において女性が占める割合が高い。 
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問１－２ 利用者年代 

· 全ての施設において７０歳代から８０歳代以上の利用が中心となっている。 
 
問１－４ 利用者職業 

· 全ての施設において専業主婦・主夫と無職の利用者で７０％以上を占めている。 
 
問２－２ 利用日 

· 施設により偏りが異なるが、平日の利用が中心となっている。 
 
問２－３ 利用者時間帯 

· 午前の利用者が多い施設は、菅刈、鳥森、下目黒、不動、中町、五本木、碑、中根、

自由が丘となっている。 
· 上記以外の施設は、午後の利用者が多くなっている。 
 
問３－１ 利用頻度 

· 菅刈、向原及び八雲では、週に２～３回程度の利用者が６０％以上を占めている。 
· 田道では、月に１回程度の利用者が約９５％を占めている。 
· 上記以外の施設では、利用頻度のパターンが多岐にわたる傾向がみられる。 
 
問３－２ 交通手段 

· 徒歩及び自転車・バイクを利用する割合が大きい 
· 下目黒及び宮前分室では、公共交通機関を利用する割合が２０％以上を占めている。 
 
問３－３ 移動時間 

· 駒場、八雲では、移動時間が３０分以内の利用者が最も多くなっている。 
· 宮前分室では、移動時間が１５分以内及び３０分以内の利用者が各々約３５％を占め

ている。 
· 上記以外の施設では、移動時間が１５分以内の利用者が最も多くなっている。 
 
問３－４ （１）利用目的（本人） 

· 上二、鷹番では、「会議室・集会室の利用」の利用者が最も多くなっている。 
· 向原では、「会議室・集会室の利用」及び「広間・和室の利用」の利用者が各々約５０％

を占めている。 
· 上記以外の施設では、「広間・和室の利用」の利用者が最も多くなっている。 
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問３－４ （２）利用目的（家族・知人） 

· 菅刈、東根では「和室の利用」の利用者が最も多くなっている。 
· 三田分室、不動、碑、中根では、「広間・和室の利用」の利用者が最も多くなっている。 
· 上目黒では、「広間・和室の利用」の利用者が約５０％を占めている。 
 
問４ 利用理由 

· 利用理由は多岐に渡るが、田道と宮前分室を除く全ての施設において、「自宅から近い

ため」の利用者が２０％以上を占めている。 
· 田道と宮前分室では、「講座・教室等が開催されるため」の利用者が４０％以上を占め

ている。 
· 碑では、「サークル・団体の集まり」の利用者が４０％以上を占めている。 
 
８ その他学校施設（学校サポートセンター） 

 
問１－１ 利用者性別 

· 男性が約６０％を占めている。 
 
問１－２ 利用者年代 

· ６０歳代の利用者が最も多く、約４０％を占めている。 
· １０歳代、４０歳代、７０歳代の利用者が各々約２０％を占めている。 
 
問１－３ 居住エリア 

· 区内の利用者が１００％を占めている。 
 
問１－４ 利用者職業 

· 就業者と専業主婦・主夫の利用者が各々約４０％を占めている。 
 
問２－２ 利用日 

· 土曜日の利用者が最も多く、約６０％を占めている。 
· 木曜日の利用者が約４０％を占めている。 
 
問２－３ 利用者時間帯 

· 午前の利用者が最も多く、約８０％を占めている。 
 
問３－１ 利用頻度 

· 週に２～３回以上と月に１回程度の利用者が各々約４０％を占めている。 
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問３－２ 交通手段 

· 自転車・バイクの利用者が最も多く、約６０％を占めている。 
· 鉄道の利用者が約４０％を占めている。 
問３－３ 移動時間 

· 移動時間が１５分以内の利用者が最も多く、約６０％を占めている。 
· ３０分以内の利用者が約４０％を占めている。 
 
問３－４ （１）利用目的（本人） 

· 「研修室の利用」の利用者が最も多く、約５０％を占めている。 
 
問４ 利用理由 

· 利用理由は多岐に渡るが、「サークル・団体の集まり」と「利用料金が安いため（又は

無料のため）」が各々約１７％を占めている。 
 
９ 文化施設（ホール・美術館） 

 
問１－１ 利用者性別 

· 目黒区美術館とすずめのお宿緑地公園古民家を除く全ての施設において、女性が占め

る割合が高い。 
 
問１－２ 利用者年代 

· 各施設によって主要な利用者年代が大きく異なっている。目黒区美術館では、８０歳

以上の利用者が最も多くなっているが、すずめのお宿緑地公園古民家では、３０歳代

の利用者が最も多くなっている。 
 
問１－３ 居住エリア 

· 目黒区美術館では区内の利用者が最も多く、約７１％を占めている。 
· めぐろパーシモンホールでは区外の利用者が最も多く、約６５％を占めている。 
· 上記以外の施設では、区内と区外の利用者が同率となっている。 
 
問１－４ 利用者職業 

· 目黒区美術館を除く全ての施設において、就業者の利用者が最も多くなっている。 
· 目黒区美術館では無職の利用者が最も多く、約５７％を占めている。 
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問２－２ 利用日 

· 平日の利用者が過半数を占めている施設は、めぐろパーシモンホール、中目黒ＧＴプ

ラザホールとなっている。 
· 休日の利用者が過半数を占めている施設は、中小企業センターホール、目黒区美術館、

すずめのお宿緑地公園古民家となっている。 
· めぐろ歴史資料館では、平日と休日の利用者が各々約５０％となっている。 
 
問２－３ 利用者時間帯 

· めぐろパーシモンホールでは午前の利用者が最も多く、約５９％を占めている。 
· 中目黒ＧＴプラザホール、中小企業センターホール、すずめのお宿緑地公園古民家で

は、午後の利用者が最も多くなっている。 
· 目黒区美術館とめぐろ歴史資料館では、午前と午後の利用者が同率となっている。 
 
問３－１ 利用頻度 

· めぐろパーシモンホール、中目黒ＧＴプラザホール、目黒区美術館では、利用頻度の

パターンが多岐にわたる傾向がみられる。 
· 中小企業センターホールでは年に１回程度の利用者が最も多く、約７１％を占めてい

る。 
· めぐろ歴史資料館、すずめのお宿緑地公園古民家では、「本日がはじめての利用」が最

も多い。 
 
問３－２ 交通手段 

· めぐろパーシモンホール、中目黒ＧＴプラザホール、目黒区美術館では、公共交通機

関の利用者が過半数を占めている。 
· すずめのお宿緑地公園古民家では徒歩の利用者が最も多く、約６９％を占めている。 
 
問３－３ 移動時間 

· 中目黒ＧＴプラザホール、中小企業センターホール、すずめのお宿緑地公園古民家で

は、移動時間が１５分以上の利用者が最も多くなっている。 
· めぐろパーシモンホールでは、１５分以内と３０分以内の利用者で約７１％を占めて

いる 
· 目黒区美術館では１時間以内の利用者が最も多く、約４３％を占めている。 
· めぐろ歴史資料館では、１時間以上の利用者が最も多く、約３８％を占めている。 
 
問３－４ （１）利用目的（本人） 

· めぐろパーシモンホール、中目黒ＧＴプラザホール、中小企業センターホールでは、「ホ
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ールの利用」の利用者が最も多くなっている。 
· 目黒区美術館、めぐろ歴史資料館では、「美術館・資料館等見学」の利用者が最も多く

なっている。 
 
問３－４ （２）利用目的（家族・知人） 

· めぐろパーシモンホール、中目黒ＧＴプラザホール、では、「ホールの利用」の利用者

が最も多くなっている。 
· 中小企業ホール、めぐろ歴史資料館では、「美術館・資料館等見学」の利用者が１００％

となっている。 
· すずめのお宿緑地公園古民家では、「その他」の利用者が最も多くなっている。 
· 目黒区美術館では、「ホールの利用」と「美術館・資料館等見学」が各々５０％を占め

ている。 
 
問４ 利用理由 

・ すずめのお宿緑地公園古民家では「自宅から近いため」の利用者が最も多く、約４５％

を占めている。 
・ 上記以外の施設では、利用理由のパターンが多岐にわたる傾向がみられる。 
 
１０ 社会教育館・青少年プラザ 

 
問１－１ 利用者性別 

· 全ての施設において女性が占める割合が高い。 
 
問１－２ 利用者年代 

· 東山社会教育館では、４０歳代から６０歳代の利用者が中心となっている。 
· 目黒区民センター社会教育館、中央町社会教育館、目黒本町社会教育館、緑が丘文化

会館では、５０歳代から７０歳代の利用者が中心となっている 。 
· 青少年プラザでは、３０歳代から４０歳代の利用者が中心となっている。 
 
問１－３ 居住エリア 

· 全ての施設において区内の利用者が最も多くなっている。 
 
問１－４ 利用者職業 

· 目黒区民センター社会教育館と青少年プラザでは、就業者の利用者が最も多くなって

いる。 
· 上記以外の施設では、専業主婦・主夫の利用者が最も多くなっている。 
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問２－２ 利用日 

· 全ての施設において、利用日は比較的分散している。 
· 中央町社会教育館では、土曜日及び日曜日の利用が少ない。 
 
問２－３ 利用者時間帯 

· 中央町社会教育館では午前の利用者が最も多く、約４３％を占めている。 
· 上記以外の施設では、午後の利用者が最も多くなっている。 
 
問３－１ 利用頻度 

· 目黒本町社会教育館、緑が丘文化会館では、週に１回程度の利用が最も多くなってい

る。 
· 東山社会教育館、中央町社会教育館では、２週間に１回程度の利用が最も多くなって

いる。 
· 目黒区民センター社会教育館、青少年プラザでは、月に１回程度の利用が最も多くな

っている。 
 
問３－２ 交通手段 

· 東山社会教育館、目黒区民センター社会教育館、目黒本町社会教育館、緑が丘文化会

館、青少年プラザでは、徒歩の利用者が最も多くなっている。 
· 中央町社会教育館では、自転車・バイクの利用者が最も多くなっている。 
 
問３－３ 移動時間 

· 東山社会教育館では、１５分以内と１時間以内の利用者が各々約３３％を占めている。 
· 中央町社会教育館、緑が丘文化会館では、１５分以内の利用者が４０％以上を占めて

いる。 
· 目黒区民センター社会教育館、目黒本町社会教育館、青少年プラザでは、３０分以内

の利用者が最も多くなっている。 
 
問３－４ （１）利用目的（本人） 

· 東山社会教育館では「ホールの利用」の利用者が最も多く、約５０％を占めている。 
· 目黒区民センター社会教育館、中央町社会教育館、目黒本町社会教育館、緑が丘文化

会館では、「会議室・研修室の利用」の利用者が最も多くなっている。 
· 青少年プラザでは、「練習室・音楽室の利用」と「和室の利用」の利用者が最も多くな

っている。 
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問３－４ （２）利用目的（家族・知人） 

· 東山社会教育館、青少年プラザでは、「練習室・音楽室の利用」の利用者が最も多くな

っている。 
· 上記以外の施設では、「会議室・研修室の利用」の利用者が最も多くなっている。 
 
問４ 利用理由。 

・ 東山社会教育館、目黒区民センター社会教育館、中央町社会教育館、目黒本町社会教

育館、緑が丘文化会館では、「サークル・団体の集まり」の利用者が最も多くなってい

る。 
・ 青少年プラザでは、「交通アクセスがよい・場所がわかりやすいため」の利用者が最も

多くなっている。 
 
１１ 体育施設 

 
問１－１ 利用者性別 

· 砧球技場管理事務所では、男性の利用が約８６％を占めている。 
· 碑文谷体育館、西部地区プールは、女性の利用が６０％以上を占めている。 
· その他の施設は、男女比はほぼ同程度となっている。 
 
問１－２ 利用者年代 

· 砧球技場管理事務所では、４０歳代の利用が約５７％と過半数を占めている。 
· 目黒区民センター・碑文谷・八雲体育館は、６０歳以上の利用が過半数を占めている。 
· 中央体育館、中央地区・南部地区プールは、１０歳代から３０歳代の利用が３０％程

度占めている。 
 
問１－３ 居住エリア 

· 西部地区プールを除く９施設で、区内の利用者が多い。 
· 西部地区プールは、区外の利用者が多く、約７０％を占めている。 
 
問１－４ 利用者職業 

· 中央体育館、中央地区プール、砧球技場管理事務所では、就業者が５０％以上占めて

いる。 
· 碑文谷体育館、西部地区プールは、専業主婦・主夫、無職の利用が特に多い。 
 
問２－２ 利用日 

· 砧球技場管理事務所は土曜日・日曜日の利用が約９２％、中央地区プールは、土曜日・

１９ 



日曜日の利用が約５５％を占めている。 
· その他の施設は、平日の利用が多い。 
 
問２－３ 利用者時間帯 

· 目黒区民センター・八雲体育館、西部地区プールは、午前の利用者が過半数を占めて

いる。 
· 中央体育館では、夜間の利用の利用者が最も多く、約４９％を占めている。 
· その他の施設は、午後の利用者が最も多い。 
 
問３－１ 利用頻度 

· 八雲体育館では、週に２～３回程度の利用者が最も多く、約６７％を占めている。 
· 宮前公園庭球場管理事務所を除く全ての施設において、週に１回以上の定期利用が過

半数を占めている。 
 
問３－２ 交通手段 

· 目黒区民センター体育館では、徒歩での利用者が最も多く、約５３％を占めている。 
· 碑文谷・中央体育館、宮前公園庭球場管理事務所、中央地区・南部地区プールは、自

転車・バイクでの利用者が最も多い。 
 
問３－３ 移動時間 

· 砧球技場管理事務所を除く全ての施設で、１５分以内の利用者が最も多い。 
· 砧球技場管理事務所は、３０分以内の利用者が最も多く、約５３％を占めている。 
 
問３－４ （１）利用目的（本人） 

· 体育館は、「体育館の利用」が最も多く割合を占めているが、碑文谷体育館では「体育

館の利用」に次いで「庭球場・ゲートボール場の利用」も多く、約２６％を占めてい

る。 
· 目黒区民センター体育館は、「プールの利用」が最も多く約３３％で、次いで「トレー

ニング室の利用」が約２９％となっている。 
 
問３－４ （２）利用目的（家族・知人） 

· 駒場体育館では、「プールの利用」が最も多く約４７％を占めており、次いで「体育館

の利用」が約４０％となっている。 
· 目黒区民センター体育館は、「プールの利用」が最も多く約３０％を占めている。 
· 碑文谷体育館は、「庭球場・ゲートボール場の利用」が最も多く約３５％を占めている。 
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問４ 利用理由 

· 砧球技場管理事務所を除く全ての施設で、「自宅から近いから」が最も多く、約２４～

３８％を占めている。 
· 砧球技場管理事務所は、「活動拠点となっているため」が最も多く、約１６％を占めて

いる。 
 
１２ 図書館 

 
問１－１ 利用者性別 

· ほとんどの施設において、女性の利用が多い。 
 
問１－２ 利用者年代 

· 洗足図書館では、６０歳以上の利用者が多く、約６７％を占めている。 
· 洗足図書館を除く全ての施設で、４０歳代の利用が多く、約１８～４６％を占めてい

る。 
· 全ての施設で、４０歳以上の利用が約６７％以上を占めている。 
 
問１－３ 居住エリア 

· 全ての施設で、区内の利用者が多い。 
 
問１－４ 利用者職業 

· 守屋図書館・目黒本町図書館・洗足図書館を除く５館は、就業者の利用が最も多く、

約３２％～約５９％を占めている。 
· 守屋図書館は、専業主婦・主夫とパート・アルバイトの利用が各々約２４％を占めて

いる。 
· 目黒本町図書館は、無職の利用が最も多く、約４４％を占めている。 
· 洗足図書館は、専業主婦・主夫の利用が最も多く、約４４％を占めている。 
 
問２－２ 利用日 

・ 土曜日・日曜日の利用が比較的多い傾向にある。 
 
問２－３ 利用者時間帯 

· 全ての施設において、午後の利用者が最も多い。 
· 中目黒駅前図書館の夜間利用は、約２２％となっている。 
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問３－１ 利用頻度 

· 全ての施設において、週１回以上の利用者が多く、どの施設も定期的に利用されてい

る。 
· 特に、洗足図書館では週に２～３回の利用者が約５６％と最も多い。 
 
問３－２ 交通手段 

· 目黒本町図書館は、自転車・バイクの利用者が最も多く、約５６％を占めている。 
· その他の施設は徒歩での利用者が多い。 
 
問３－３ 移動時間 

· 全ての施設で、１５分以内の利用者が最も多く、約５２～７６％を占めている。 
 
問３－４ （１）利用目的（本人） 

· 基本的には「図書等の貸出・返却・閲覧」の割合が多い。 
· 大橋図書館は「学習・調べもの」の割合が約４０％となっている。 
 
問３－４ （２）利用目的（家族・知人） 

· 基本的には「図書等の貸出・返却・閲覧」の割合が多い。 
· 大橋図書館は「学習・調べもの」の割合が約５０％となっている。 
 
問４ 利用理由 

· 全ての施設で「自宅から近いため」が最も多く、約２７～４３％を占めている。 
· 中目黒駅前図書館では、「交通アクセスがよい・場所がわかりやすいため」という利用

者が約２３％と同様に高い割合となっている。 
 
１３ 駐車場・駐輪場 

 
問１－１ 利用者性別 

· 男性の利用者が約６５％と多い。 
 
問１－２ 利用者年代 

· ３０歳代・４０歳代の利用が多く、全体の約５８％を占めている。 
 
問１－３ 居住エリア 

· 三田地区駐車場は、区外の利用者が約８０％を占めている。 
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問１－４ 利用者職業 

· 就業者の利用が最も多く、約７６％を占めている。 
 
問２－２ 利用日 

· 火曜日から土曜日まで１０～２０％程度の利用がある。 
 
問２－３ 利用者時間帯 

· 午後の利用が約６３％と過半数を占めている。 
 
問３－１ 利用頻度 

· 週に１回以上の利用者が約３２％、月に１・２回程度の利用者約３８％と、利用頻度

にはばらつきがある。 
 
問３－２ 交通手段 

· 自動車の利用が約９４％と大半を占めている。 
 
問３－３ 移動時間 

· 移動時間は、１５分以内の利用者もあれば１時間以上かかる利用者もあり、ばらつき

がある。 
 
問３－４ （１）利用目的（本人） 

· 利用目的は、「駐車場の利用」が約９９％となっている。 
 
問３－４ （２）利用目的（家族・知人） 

· 利用目的は、「駐車場の利用」が１００％となっている。 
 
問４ 利用理由 

· 「利用料金が安いため（又は無料のため）」という利用者が最も多く、約２３％を占め

ている。 
 
１４ 公園事務所・公園施設 

 
問１－１ 利用者性別 

· 駒場公園和館、菅刈公園和館、花とみどりの学習館は、女性の利用が多く、約７９％

以上となっている。 
· 駒場野公園自然観察舎、衾野公園児童交通施設は、男女の割合は半々となっている。 
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問１－２ 利用者年代 

· 駒場公園和館、菅刈公園和館、花とみどりの学習館は、５０歳代～６０歳代の利用が

中心となっている。 
· 衾野公園児童交通施設は、３０歳代・４０歳代の利用が多く、全体の約８８％を占め

ている。 
· 碑文谷公園動物舎は、３０歳代の利用が最も多く、約５３％と過半数を占めている。 
 
問１－３ 居住エリア 

· 駒場公園和館は、区外の利用者が多く、約８６％を占めている。 
· 一方で、花とみどりの学習館は、区内の利用者が多く、約９３％を占めている。 
 
問１－４ 利用者職業 

· 碑文谷公園動物舎、菅刈公園和館、衾野公園児童交通施設は、就業者の利用が最も多

く、約５０％程度となっている。 
· その他の施設は、専業主婦・主夫の利用が多い。 
 
問２－２ 利用日 

· 駒場野公園自然観察舎を除く５施設は、土曜日・日曜日の利用が多く、４０～９０％

程度占めている。 
· 駒場野公園自然観察舎は、水曜日・木曜日の利用が多い。 
 
問２－３ 利用者時間帯 

· 碑文谷公園動物舎、菅刈公園和館は、午後の利用者が最も多く、約５８～７０％を占

めている。 
· その他の施設は、午前の利用が多い。 
 
問３－１ 利用頻度 

· 花とみどりの学習館、駒場野公園自然観察舎は、週に１回以上定期的な利用者が多く、

約５０％と過半数を占める。 
· その他の施設では、「本日がはじめての利用」の利用者も１０～３０％程度いる。 
 
問３－２ 交通手段 

· 駒場野公園自然観察舎、衾野公園児童交通施設は、自転車・バイク利用が最も多い。 
· 駒場公園和館、駒場野公園自然観察舎は、鉄道での利用者も多くなっている。 
· 菅刈公園和館、花とみどりの学習館は、徒歩での利用者が多い。 
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問３－３ 移動時間 

· 駒場公園和館、菅刈公園和館を除く４施設は、１５分以内の利用者が最も多い。 
· 駒場公園和館は、１時間以内、１時間以上の利用者がそれぞれ約４３％となっている。 
· 菅刈公園和館は、３０分以内の利用者が最も多く、約４０％を占めている。 
 
問３－４ （１）利用目的（本人） 

· 各施設とも、主目的利用が大半を占めている。 
 
問３－４ （２）利用目的（家族・知人） 

· 各施設とも、主目的利用が大半を占めている。 
 
問４ 利用理由 

· 駒場公園和館、駒場野公園自然観察舎は、「居心地が良いため」が最も多い割合を占め

ている。 
· 菅刈公園和館は、「施設がきれいなため」が最も多く、約２５％を占めている。 
· 碑文谷公園動物舎、花とみどりの学習館、衾野公園児童交通施設は、「自宅から近い」

が最も多い割合を占めている。 
 
１５ 環境施設・清掃施設（目黒エコプラザ） 

 
問１－１ 利用者性別 

· 女性の利用が約８８％を占めている。 
 
問１－２ 利用者年代 

· ７０歳代の利用が最も多く、約４９％を占めている。次いで、６０歳代が約２７％と

なっている。 
 
問１－３ 居住エリア 

· 区内の利用者が約８３％と多い。 
 
問１－４ 利用者職業 

· 専業主婦・主夫が最も多く、約４９％を占めている。 
· 次いで、無職の割合が約２３％と多い。 
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問２－２ 利用日 

· 火曜日・水曜日の利用が全体の約８９％を占めている。 
 
問２－３ 利用者時間帯 

· 午後の利用が約６８％と多い。 
 
問３－１ 利用頻度 

· 月に１回程度の利用が約５１％と過半数を占めている。 
· 次いで、週に２～３回の定期的利用が、約１７％を占めている。 
 
問３－２ 交通手段 

· 徒歩及びバスの利用者がそれぞれ約３４％ずつを占めている。 
 
問３－３ 移動時間 

· ３０分以内の利用者が最も多く、約４０％を占めている。 
· 次いで、１５分以内の利用者が約３４％と多い。 
 
問３－４ （１）利用目的（本人） 

· 活動室の利用が最も多く、約５１％を占めている。 
· 次いで、リサイクルショップの利用が約３１％と多い。 
 
問３－４ （２）利用目的（家族・知人） 

· 活動室の利用が１００％となっている。 
 
問４ 利用理由 

· 「自宅から近いため」が最も多く約１８％であるが、その他「活動拠点となっている

ため」が約１３％、「交通アクセスがよい・場所がわかりやすいため」が約１１％とな

っている。 

２６ 


	問１－１　利用者性別
	問１－２　利用者年代
	問１－３　居住エリア
	問１－４　利用者職業
	問２－２　利用日
	問２－３　利用者時間帯
	問３－１　利用頻度
	問３－２　交通手段
	問３－３　移動時間
	問３－４　（１）利用目的（本人）
	問３－４　（２）利用目的（家族・知人）
	問４　利用理由
	問１－１　利用者性別
	問１－２　利用者年代
	問１－３　居住エリア
	問１－４　利用職業
	問２－２　利用日
	問２－３　利用者時間帯
	問３－１　利用頻度
	問３－２　交通手段
	問３－３　移動時間
	問３－４　（１）利用目的（本人）
	問３－４　（２）利用目的（家族・知人）
	問４　利用理由
	問１－１　利用者性別
	問１－２　利用者年代
	問１－３　居住エリア
	問１－４　利用者職業
	問２－２　利用日
	問２－３　利用者時間帯
	問３－１　利用頻度
	問３－２　交通手段
	問３－３　移動時間
	問３－４　（１）利用目的（本人）
	問３－４　（２）利用目的（家族・知人）
	問４　利用理由
	問１－１　利用者性別
	問１－２　利用者年代
	問１－３　居住エリア
	問１－４　利用者職業
	問２－２　利用日
	問２－３　利用者時間帯
	問３－１　利用頻度
	問３－２　交通手段
	問３－３　移動時間
	問３－４　（１）利用目的（本人）
	問３－４　（２）利用目的（家族・知人）
	問４　利用理由
	問１－１　利用者性別
	問１－２　利用者年代
	問１－３　居住エリア
	問１－４　利用者職業
	問２－２　利用日
	問２－３　利用者時間帯
	問３－１　利用頻度
	問３－２　交通手段
	問３－３　移動時間
	問３－４　（１）利用目的（本人）
	問３－４　（２）利用目的（家族・知人）
	問４　利用理由
	問１－１　利用者性別
	問１－２　利用者年代
	問１－４　利用者職業
	問２－２　利用日
	問２－３　利用者時間帯
	問３－１　利用頻度
	問３－２　交通手段
	問３－３　移動時間
	問３－４　（１）利用目的（本人）
	問３－４　（２）利用目的（家族・知人）
	問４　利用理由
	問１－１　利用者性別
	問１－２　利用者年代
	問１－４　利用者職業
	問２－２　利用日
	問２－３　利用者時間帯
	問３－１　利用頻度
	問３－２　交通手段
	問３－３　移動時間
	問３－４　（１）利用目的（本人）
	問３－４　（２）利用目的（家族・知人）
	問４　利用理由
	問１－１　利用者性別
	問１－２　利用者年代
	問１－３　居住エリア
	問１－４　利用者職業
	問２－２　利用日
	問２－３　利用者時間帯
	問３－１　利用頻度
	問３－２　交通手段
	問３－３　移動時間
	問３－４　（１）利用目的（本人）
	問４　利用理由
	問１－１　利用者性別
	問１－２　利用者年代
	問１－３　居住エリア
	問１－４　利用者職業
	問２－２　利用日
	問２－３　利用者時間帯
	問３－１　利用頻度
	問３－２　交通手段
	問３－３　移動時間
	問３－４　（１）利用目的（本人）
	問３－４　（２）利用目的（家族・知人）
	問４　利用理由
	問１－１　利用者性別
	問１－２　利用者年代
	問１－３　居住エリア
	問１－４　利用者職業
	問２－２　利用日
	問２－３　利用者時間帯
	問３－１　利用頻度
	問３－２　交通手段
	問３－３　移動時間
	問３－４　（１）利用目的（本人）
	問３－４　（２）利用目的（家族・知人）
	問４　利用理由。
	問１－１　利用者性別
	問１－２　利用者年代
	問１－３　居住エリア
	問１－４　利用者職業
	問２－２　利用日
	問２－３　利用者時間帯
	問３－１　利用頻度
	問３－２　交通手段
	問３－３　移動時間
	問３－４　（１）利用目的（本人）
	問３－４　（２）利用目的（家族・知人）
	問４　利用理由
	問１－１　利用者性別
	問１－２　利用者年代
	問１－３　居住エリア
	問１－４　利用者職業
	問２－２　利用日
	問２－３　利用者時間帯
	問３－１　利用頻度
	問３－２　交通手段
	問３－３　移動時間
	問３－４　（１）利用目的（本人）
	問３－４　（２）利用目的（家族・知人）
	問４　利用理由
	問１－１　利用者性別
	問１－２　利用者年代
	問１－３　居住エリア
	問１－４　利用者職業
	問２－２　利用日
	問２－３　利用者時間帯
	問３－１　利用頻度
	問３－２　交通手段
	問３－３　移動時間
	問３－４　（１）利用目的（本人）
	問３－４　（２）利用目的（家族・知人）
	問４　利用理由
	問１－１　利用者性別
	問１－２　利用者年代
	問１－３　居住エリア
	問１－４　利用者職業
	問２－２　利用日
	問２－３　利用者時間帯
	問３－１　利用頻度
	問３－２　交通手段
	問３－３　移動時間
	問３－４　（１）利用目的（本人）
	問３－４　（２）利用目的（家族・知人）
	問４　利用理由
	問１－１　利用者性別
	問１－２　利用者年代
	問１－３　居住エリア
	問１－４　利用者職業
	問２－２　利用日
	問２－３　利用者時間帯
	問３－１　利用頻度
	問３－２　交通手段
	問３－３　移動時間
	問３－４　（１）利用目的（本人）
	問３－４　（２）利用目的（家族・知人）
	問４　利用理由

